





所属 1) 筑波大学  芸術系  
 
1 はじめに  
 河南省洛陽市南 12 キロに位置する龍門石窟は、伊水の両岸に長さ 1 キロほどにわたっ
て開かれ、合計 2300 以上の窟や龕が存在している。中国三大石窟のひとつに数えられて
おり、2000 年には世界遺産に登録された。この龍門石窟にはふたつの盛期があり、ひとつ
は北魏時代後期（ 494〜 534 年）、もうひとつは唐時代前期（ 641〜 755 年頃）で、唐時代




子魏王李泰が母文徳皇后を追慕するため、貞観 15 年（ 641）に賓陽洞再興に着手すると、
急速に造営数が増加していった。  
  北魏時代、唐時代前期のどちらにも 1 窟ずつ、皇帝発願による国家的プロジェクトとし
て造営された窟が存在し、前者は賓陽洞、後者は奉先寺洞の名称で親しまれている。賓陽
洞は宣武帝が亡き父母孝文帝、文昭皇后、そして自らのために開いた石窟で、賓陽南洞、
中洞、北洞から構成される（図 1）。しかし中洞（ 515〜 517）以外は完成を見ず、525 年頃
には造営が放棄され南北洞は未完に終った。後者は高宗が発願し、咸亨三年（ 672）に則天
武后が脂粉銭 2 万貫を助け上元 2 年（ 675）に竣工した（図 2）。検校として浄土教の大成
者である善導が参加したことも知られている。則天武后を模したとも言われる本尊の表情
は独特であり、像高 17 メートルに及ぶ大仏でありながら繊細な表現がなされた点で、「東







の下半身形式は、680 年代〜 700 年代初頭の
図 1 賓陽 3 洞（筆者撮影）  
図 2 奉先寺洞                                    
（『中国石窟  龍門石窟』 2、文物出版社）  
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これら 2 窟の再評価を試みたい。  
 
2 賓陽中洞  
1)石窟の形式  
 賓陽中洞は、馬蹄形のプランと穹窿形天井を備える。窟高 9、 30 メートル、幅 11、 40








 正壁は、如来坐像を中心に 2 弟子 2 菩薩像を配する 5 尊像形式、左右壁は如来立像及び
両脇侍菩薩立像からなる 3 尊像形式が採用される。本尊の足下左右には獅子が 2 頭、斜め

















図 3 賓陽中洞内部（筆者撮影）  
図 4 賓陽中洞本尊および右壁  
（『中国石窟  龍門石窟』 1、文物出版社）  
図 5 賓陽中洞本尊および左壁  



























3 鞏県石窟  
 賓陽洞とほぼ同時期に、やはり国家事業として造営された石窟に、洛陽故城から東に 44
キロ、洛水の北岸に造営された鞏県石窟がある。胡太后が、亡き宣武帝と自らのために造
営したもので、合計 5 窟の中、第 5 窟は第 1 窟から第 4 窟に遅れ荣陽の鄭氏一族によって
北魏時代末（ 530 年代前半）に開かれたことが知られている（注 9）。第１窟と第 2 窟は双
窟として計画されたが、胡太后が劉騰により 520 年に幽閉されたことから、途中で造営が
放棄されてしまっている。それゆえ造営が終了している第 1 窟は、 520 年頃には完成して
いたと考えられる。第 3・4 窟は、胡太后が復活し、再び権力の座に戻った 525 年頃の開窟
左：図 6 賓陽中洞金剛力士像（筆者撮影）  
中：図 7 賓陽中洞若年僧像（『中国石窟  龍門石窟』 1、文物出版社）  
右：図 8 賓陽中洞老年僧像（『中国石窟  龍門石窟』 1、文物出版社）  
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 であった可能性が高い。だが河陰の変（ 528 年）で胡太后が惨殺されたことから、ほぼこ
の 3 年間に窟が開かれたであろうと思われる（注 10）。  



























窟北洞（ 550 年頃）が、中心塔柱を持ち、畏獣像が見られるだけでなく（図 12、13）、周壁
左：図 9 鞏県石窟第 1 窟内部（『中国石窟  鞏県石窟』文物出版社）  
右：図 10 鞏県石窟第 1 窟畏獣像（『中国石窟  鞏県石窟』文物出版社）  
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4 奉先寺洞  
1)奉先寺洞の概要  
 奉先寺洞は、西山の中腹を開いてテラスとした場所に開かれた円拱大龕で、平面は馬蹄
形（高さ 19、 68 メートル、幅 38 メートル、奥行き 36 メートル）。正壁と南北壁にそれぞ
れ浅い龕を穿つ。正壁龕内に本尊盧舎那仏、脇侍菩薩立像、弟子像の 5 体、南北壁龕内に








ほど強い影響を与えなかった。   
2)龍門石窟における奉先寺洞の影響  
 奉先寺洞の北には、奉先寺洞の検校のひとりである恵簡によって 673 年に開かれた恵簡
洞およびその付近のふたつの石窟（蔡大娘洞、清明寺洞）、そして則天武后と深く関係する
宮中の女官、内道場の尼僧たちが 680 年に造営した万仏洞などが存在する（注 13）。これ
らは、奉先寺洞とほぼ同じ時期の中型窟として有名である。奉先寺洞より若干早いか、ほ
ぼ同時期に造営を開始した蔡大娘洞と清明寺洞には、奉先寺洞からの直接的な影響を看取
できない。これら 2 窟の本尊は、661 年に開かれた韓氏洞と共通する形式を持つと同時に、
660 年代後半の敬善寺洞からの強い影響が認められる（図 16）。また左脇の窪みに U 字形
を縦にいくつか重ねる、龍門石窟では潜渓寺洞や双窰北洞、南洞など 670 年代初頭に出現
左：図 11 山東地方の日月像（筆者撮影）  
中：図 12 北響堂山石窟北洞中心塔柱（東山健吾氏提供）  
右：図 13 北響堂山石窟北洞畏獣像（筆者撮影）  
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 した特殊な衣文形式をも備えていた。  







図 14 奉先寺洞本尊  
（筆者撮影）  
図 15 奉先寺洞天王像  
（筆者撮影）  
図 16 清明寺洞本尊  
（筆者撮影）  
図 17 恵簡洞本尊  
（筆者撮影）  





























5 万仏洞  
 注目すべきは、蔡大娘洞の真上、地上より 4 メートルほどのところ（注 16）に開かれた
万仏洞である。この窟本尊の地髪の側面がふっくらと盛り上がるのは、恵簡洞本尊以上に
図 20 万仏洞  
（『支那文化史蹟』 2、法蔵館）  
図 19 万仏洞天王像  
（『中国石窟  龍門石窟』 2 文物出版社） 
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採用されなかった龍門石窟 650 年代後半〜 670
年代造像形式を組み合わせた、龍門石窟唐前期
造像の集大成的な意味合いを持っていたことに
なる。   
 奉先寺洞のすぐそばに開かれた 奉南洞 (710
年以降 )の本尊に、奉先寺洞本尊の影響が認めら
れるものの、U 字形というより V 字形を呈す衣
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